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さ
い
。

※
求
職
活
動
の
場
合
は
求
職
活

動
申
立
書(

申
立
書
が
必
要
な

方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い)

を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
就
学
の
場
合
は
、
在
学
証
明

書
と
時
間
割
（
学
校
が
発
行
し

た
も
の
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

※
令
和
６
年
度
の
入
所
の
申
込

中
で
あ
っ
て
も
、
令
和
７
年
度

４
月
か
ら
の
入
所
分
は
新
た
に

申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
書
類
の
受
付
・
面
接

　
下
記
の
日
程
表
の
と
お
り
、

申
込
書
の
受
付
と
面
接
を
行
い

ま
す
。
申
し
込
み
に
必
要
な
書

類
を
揃
え
て
、
入
所
を
希
望
さ

れ
る
保
育
所
の
受
付
場
所
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

○
新
入
児
は
面
接
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
子
さ
ま
を
連
れ
て
各

保
育
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問 

福
祉
課
　
子
育
て
支
援
班

（
④
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

※１　０歳児保育は、令和６年４月２日から 10 月１日までに生まれたお子さまが対象です。
※２　広域保育所の場合、各保育所・認定こども園の定員によります。また、入所調整は各施設の所在市町村が行います。

広域保育は０歳児の受入がない場合があります。
※ 3　くまのこ保育園の在園児は、書類の一斉受付を行いません。期日までに書類をくまのこ保育園に提出してください。

受付（面接）日程表
入所希望施設 日時 場所 定員・対象年齢

公立
はるかぜ保育所

（新入児） 10月24日㊍
9時～11時 はるかぜ保育所

遊戯室

はるかぜ保育所
170 人（０歳児～５歳児）

※１
広域保育

※２

公立
私立

広　域　保　育
（新入児）

公立
はるかぜ保育所

（在園児）
10月24日㊍

15時30分～17時30分

私立
くまのの森こども園

〈保育部門〉（新入児） 10月25日㊎
9時～11時 くまのの森こども園

遊戯室

くまのの森こども園〈保
育部門〉

180 人（０歳児～５歳児）
※１

くまのこ保育園
19 人（０歳児～２歳児）

※１

私立
くまのこ保育園

（新入児）

私立
くまのの森こども園

〈保育部門〉（在園児）
10月25日㊎まで

15時30分～17時30分

私立
くまのこ保育園

（在園児）
10月23日㊌まで ※３ くまのこ保育園

公立
私立

広　域　保　育
（在園児）

10月28日㊊～30日㊌
8時30分～17時15分

上富田町役場　福祉課
子育て支援班（④番窓口）

広域保育
※ 2

　
令
和
７
年
４
月
か
ら
の
保
育

所
（
認
定
こ
ど
も
園
の
保
育
部

門
含
む
）
の
入
所
申
込
の
受
付

お
よ
び
面
接
を
行
い
ま
す
。

◆
申
込
書
の
配
布

　
申
込
書
は
、
役
場
福
祉
課
子

育
て
支
援
班
ま
た
は
町
内
保
育

所
・
こ
ど
も
園
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
受
付
日
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

○
０
歳
児
の
年
度
当
初
募
集

は
、
令
和
６
年
４
月
２
日
か
ら

10
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児

童
と
し
て
い
ま
す
。

○
保
育
所
利
用
料
ま
た
は
町
立

保
育
所
副
食
費
は
、
原
則
口
座

振
替
で
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
在
園
児
で
、
令
和
６
年
度

分
の
未
納
が
あ
る
方
は
10
月
中

に
完
納
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
入
所
の
基
準

　
保
育
所
へ
入
所
で
き
る
児
童

は
、
保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か

の
事
由
に
該
当
し
、
児
童
の
保

育
が
で
き
な
い
場
合
で
す
。

①
就
労
　
家
庭
の
外
で
仕
事
を

し
て
い
る
、
ま
た
は
家
庭
内
で

児
童
と
離
れ
て
日
常
の
家
事
以

外
の
仕
事
を
し
て
い
る
。

②
妊
娠
・
出
産
　
出
産
を
控
え

て
い
る
、
ま
た
は
産
後
間
も
な

い
。（
認
定
期
間
は
出
産
の
前

後
各
８
週
）

③
疾
病
・
障
害
　
病
気
、
負
傷

ま
た
は
心
身
に
障
害
が
あ
る
。

④
介
護
　
親
族
等
に
長
期
に
わ

た
る
病
気
や
心
身
の
障
害
が
あ

り
、
常
時
介
護
、
看
護
し
て
い

る
。

⑤
災
害
復
旧
　
火
災
や
風
水

害
、
地
震
等
に
よ
り
被
災
し
、

そ
の
復
旧
途
中
に
あ
る
。

⑥
求
職
活
動
　
求
職
活
動
や
起

業
準
備
を
し
て
い
る
。（
保
育

期
間
は
原
則
２
ヵ
月
）

⑦
就
学
　
就
学
や
職
業
訓
練
な

ど
を
受
け
て
い
る
。

◆
申
し
込
み
の
際
の
留
意
事
項

※
家
庭
内
・
外
で
仕
事
を
し
て

い
る
場
合
は
、
就
労
証
明
書
が

必
要
で
す
。
現
在
の
就
労
先
の

証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

※
保
護
者
が
育
児
休
業
中
で

あ
っ
て
も
、
在
園
児
は
継
続
入

所
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
妊
娠
・
出
産
の
場
合
は
、
母

子
手
帳
の
写
し
な
ど
、
出
生
日

や
出
産
予
定
日
が
分
か
る
も
の

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
親
族
の
介
護
・
看
護
の
場
合

は
、
診
断
書
と
介
護
等
の
状
況

や
内
容
が
分
か
る
申
立
書(

申

立
書
が
必
要
な
方
は
お
申
し
出

く
だ
さ
い)

を
添
付
し
て
く
だ

令
和
７
年
度

保
育
所
入
所
申
し
込
み
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ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

　
18
歳
と
な
っ
た
後
に
迎
え
る

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
児
童

と
、
そ
の
児
童
を
扶
養
し
て
い

る
配
偶
者
の
な
い
方
等
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
父
か
母
の
ど
ち
ら
か

も
し
く
は
両
方
が
一
定
の
障
が

い
を
お
持
ち
で
児
童
扶
養
手
当

(

※)

を
受
給
し
て
い
る
方
、
障

害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

【
保
険
診
療
の
自
己
負
担
分
を

助
成
、
所
得
制
限
あ
り
】

※ 

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
は
、

別
途
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

未
熟
児
養
育
医
療
費

　
身
体
の
発
育
が
未
熟
な
ま
ま

出
生
し
た
乳
児
が
指
定
医
療
機

関
に
入
院
し
て
治
療
を
行
う
必

要
が
あ
る
場
合
に
、
そ
の
治
療
に

必
要
な
医
療
費
等
の
一
部
ま
た

は
全
部
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

乳
幼
児
・
子
ど
も
医
療
費

　
就
学
前
の
乳
幼
児
ま
た
は
小

学
生
お
よ
び
中
学
生
（
出
生
ま

た
は
転
入
等
に
よ
り
資
格
を
取

得
し
た
日
か
ら
、
15
歳
到
達
日

以
後
、
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

の
子
ど
も
）
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

【
保
険
診
療
の
自
己
負
担
分
を

助
成
。
所
得
制
限
な
し
。】

各
医
療
費
助
成
制
度
の

払
い
戻
し
申
請

　
県
外
で
受
診
さ
れ
た
場
合
は
、

医
療
機
関
等
で
の
立
て
替
え
払

い
が
必
要
で
す
。
支
払
っ
た
金

額
の
う
ち
、
助
成
対
象
の
自
己

負
担
分
は
払
い
戻
し
の
申
請
に

よ
り
、
後
日
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
領
収
書
、
受
給
資
格
証
、
健

康
保
険
証
、
振
込
先
口
座
の
わ

か
る
も
の
を
ご
持
参
の
上
、
役

場
窓
口
で
申
請
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
払
い
戻
し
申
請
の
時
効
は
受

診
日
か
ら
５
年
と
な
り
ま
す
。

問 

福
祉
課
　
子
育
て
支
援
班

　
　
　
　
　（
④
番
窓
口
）

　
☎
３
４
‐
２
３
７
３

　
上
富
田
町
で
は
、
次
の
対
象
者
に
受
給
資
格
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

健
康
保
険
証
と
一
緒
に
医
療
機
関
等
へ
提
示
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
医

療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
入
所
の
対
象
は
、
小
学
校
に

通
学
す
る
児
童
の
保
護
者
が
、

就
労
・
出
産
・
疾
病
・
病
人
の

看
護
等
に
よ
り
、
児
童
の
保
育

が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場

合
で
す
。

◆
あ
す
な
ろ
学
童
保
育
所

　（
朝
来
小
学
校
区
）

〇
申
込
書
配
布
期
間

10
月
２
日
㊌
～
11
月
30
日
㊏

〇
受
付
期
間

11
月
１
日
㊎
～
11
月
30
日
㊏

＊
期
限
厳
守

◆
な
ご
み
学
童
保
育
所

　（
生
馬
・
岩
田
・
岡
・
市
ノ

瀬
小
学
校
区
）

〇
申
込
書
配
布
お
よ
び
受
付
期

間
　

11
月
１
日
㊎
～
12
月
27
日
㊎

＊
期
限
厳
守

※
申
込
書
配
布
お
よ
び
受
付
場

所
は
、
申
込
先
の
学
童
保
育
所

で
す
。

　
そ
の
他
詳
細
は
各
学
童
保
育

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

◆
あ
す
な
ろ
学
童
保
育
所

　
　
　
　
☎
４
７
‐
４
５
４
４

ま
た
は
☎
４
７
‐
４
６
６
７

　 

◆
な
ご
み
学
童
保
育
所

☎
４
７
‐
２
３
６
８

令
和
7
年
度 

学
童
保
育
所

入
所
申
し
込
み

医

療

費

助

成

制

度

の

お

知

ら

せ

医

療

費

助

成

制

度

の

お

知

ら

せ

　現在、ひとり親家庭医療費受給者証をお持ちの方は、１０月３１日に有効期限をむかえます。１１月１日から

の受給者証交付には更新申請が必要となります。対象の方には、７月下旬に役場から更新申請書を送付して

いますので、提出がお済みでない方は役場福祉課子育て支援班（④番窓口）へ郵送または直接提出してくだ

さい。ただし、前年度の所得によっては更新できない場合もありますので、ご了承ください。

提出先・問

ひとり親家庭医療費の更新申請をお忘れなく！

福祉課　子育て支援班（④番窓口）☎３４－２３７３
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上
富
田
町
商
工
会
で
は
、
第

24
回
か
み
と
ん
市
を
左
記
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

時 

11
月
3
日
㊐

　
　
　
　
　 

10
時
～
15
時

場 

上
富
田
町
役
場
　
駐
車
場

※
出
店
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

上
富
田
町
商
工
会

☎
４
７
‐
１
５
３
１

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
方
は
、
全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
マ
ル

チ
コ
ピ
ー
機
で
、
各
種
証
明
書

を
取
得
で
き
ま
す
。

　
６
時
30
分
～
23
時
ま
で
、
年

末
年
始
を
除
き
土
日
祝
日
で
も

証
明
書
を
取
得
で
き
る
便
利
な

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
取
得
で
き
る
証
明
書

１
通
２
０
０
円

・
住
民
票
の
写
し
（
本
人
・
同

　
一
世
帯
員
）

・
印
鑑
登
録
証
明
書
（
本
人
）

◆
利
用
で
き
る
方

　
上
富
田
町
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明

書
が
格
納
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
が

対
象
で
す
。

◆
利
用
方
法

　
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
の
画
面
表

示
や
音
声
案
内
に
従
っ
て
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
読
み
取

り
、
４
桁
の
暗
証
番
号
を
入
力

し
ま
す
。
証
明
書
の
種
類
を
選

択
し
、
料
金
を
支
払
え
ば
証
明

書
が
印
刷
さ
れ
ま
す
。

操
作
に
不
安
が
あ
る
方
は

役
場
で
体
験

　
役
場
庁
舎
内
に
も
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
と
同
じ
機
器
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
の

方
や
操
作
に
不
安
が
あ
る
方

も
、
ま
ず
は
役
場
に
あ
る
証
明

書
自
動
交
付
機
を
お
試
し
く
だ

さ
い
。

問 

住
民
課 

住
民
・
環
境
班

（
①
番
窓
口
）

☎
４
７
‐
０
５
５
０

いつでもどこでも簡単に
証明書のコンビニ交付
サービスが便利です

◆
令
和
６
年
度
新
た
な
低
所
得

世
帯
へ
の
給
付
金

　
国
の
施
策
に
よ
り
、
令
和
６

年
度
に
新
た
に
住
民
税
が
非
課

税
お
よ
び
均
等
割
の
み
課
税
と

な
っ
た
世
帯
を
支
援
す
る
た

め
、
１
世
帯
あ
た
り
10
万
円
の

現
金
給
付
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
世
帯
に
属
す

る
児
童
１
人
あ
た
り
に
５
万
円

の
現
金
給
付
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
基
準
日
（
令
和
６
年
６
月
３

日
）
に
お
い
て
世
帯
全
員
の
住

民
税
が
非
課
税
お
よ
び
均
等
割

の
み
課
税
と
な
っ
た
世
帯
に

は
、「
確
認
書
」
を
送
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
返
送

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
世
帯
全
員
が
住
民

税
課
税
者
か
ら
扶
養
さ
れ
て
い

る
場
合
や
、
令
和
５
年
度
の
同

給
付
金
の
支
給
対
象
で
あ
っ
た

場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　〆 

令
和
６
年
10
月
31
日
ま
で

※
申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま

す
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
給
付
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問 

新
た
に
住
民
税
が
非
課
税
と

な
っ
た
世
帯

　
福
祉
課
福
祉
班
（
⑤
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
３

　
住
民
税
が
均
等
割
の
み
課
税

と
な
っ
た
世
帯

総
務
課
　
庶
務
・
危
機
管
理
班

☎ 

３
３
‐
７
０
９
２

◆
定
額
減
税
補
足
給
付
金

（
調
整
給
付
金
）

　
デ
フ
レ
完
全
脱
却
の
た
め
の

総
合
経
済
対
策
に
お
け
る
物
価

高
へ
の
支
援
の
一
環
と
し
て
、

納
税
者
と
控
除
対
象
配
偶
者
を

含
む
扶
養
親
族
一
人
に
つ
き
、

４
万
円
の
定
額
減
税
が
行
わ
れ

て
お
り
、
そ
の
際
、
定
額
減
税

し
き
れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る
方

に
対
し
て
調
整
給
付
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

　
定
額
減
税
し
き
れ
な
い
額
が

生
じ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
方

に
「
確
認
書
」
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
返
送
を

お
願
い
し
ま
す
。

〆 

令
和
６
年
10
月
31
日
ま
で

※
申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま

す
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
給
付
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問 

総
務
課
庶
務
・
危
機
管
理
班

☎ 

３
３
‐
７
０
９
２

手
続
き
は

　
　
お
済
み
で
す
か

※
申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

第
24
回

　
か
み
と
ん
市
開
催

　
　
　
‐
お
知
ら
せ
‐

※住所異動の手続きや住民票・戸籍等の発行

　は行えません。

※手続きに必要なものは事前に

　お問い合わせください。

問 住民課 住民・環境班

　　　 ( ①番窓口 ) ☎４７-０５５０

マイナンバーカード
夜間窓口

時 10 月 24 日㊍ 19 時まで
場 住民課（①番窓口）

内 マイナンバーカードの申請・受取
　  電子証明書の発行・更新
　  暗証番号の変更　など
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り
、
４
桁
の
暗
証
番
号
を
入
力

し
ま
す
。
証
明
書
の
種
類
を
選

択
し
、
料
金
を
支
払
え
ば
証
明

書
が
印
刷
さ
れ
ま
す
。

操
作
に
不
安
が
あ
る
方
は

役
場
で
体
験

　
役
場
庁
舎
内
に
も
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
と
同
じ
機
器
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
の

方
や
操
作
に
不
安
が
あ
る
方

も
、
ま
ず
は
役
場
に
あ
る
証
明

書
自
動
交
付
機
を
お
試
し
く
だ

さ
い
。

問 

住
民
課 

住
民
・
環
境
班

（
①
番
窓
口
）

☎
４
７
‐
０
５
５
０

　
紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
犯
罪
や
事
件
・
事
故

の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
や
そ
の

家
族
、
ご
遺
族
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
民
間
の
被
害
者
支
援
団

体
で
す
。

　
こ
う
し
た
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
等
を
対
象
と
し
た
無
料
相
談

が
紀
南
会
場
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
電
話
お
よ
び
面

接
に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
る

も
の
で
、
弁
護
士
、
臨
床
心
理

士
、
紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

10
月
26
日
㊏

　
　 

10
時
～
15
時
30
分

☎
０
７
３
９
‐
８
１
‐
１
５
２
０

（
相
談
電
話
は
当
日
限
り
。）

場 

田
辺
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー

対 

犯
罪
や
事
件
、
事
故
等
の
被

害
に
遭
わ
れ
た
方
や
そ
の
家
族

の
方
等

費 

無
料

申 

面
接
相
談
は
、
で
き
る
だ
け

事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

公
益
社
団
法
人

紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
３
‐
４
２
７
‐
１
０
０
０

　
農
業
者
年
金
制
度
は
、
安
心

し
て
加
入
で
き
、
メ
リ
ッ
ト
の

多
い
終
身
年
金
で
す
。

◆
対
象
者

　
次
の
要
件
す
べ
て
を
満
た
す

農
業
者
の
方

【
要
件
】

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

す
る
方

③
20
歳
～
59
歳

◆
保
険
料
に
つ
い
て

◇
月
額
２
万
円
～
６
万
７
千
円

で
自
由
に
設
定
で
き
、
い
つ
で

も
見
直
し
可
能
で
す
。

◇
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
、
所
得
税
・
住
民
税
も
節
税

さ
れ
ま
す
。
経
営
主
が
家
族
の

分
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
控
除

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◇
認
定
農
業
者
な
ど
、
一
定
の

条
件
を
満
た
せ
ば
、
保
険
料
の

国
庫
補
助
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問 

振
興
課
内
　
農
業
委
員
会
事
務
局

（
⑦
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

募
集
住
宅 

２
戸

・
第
二
朝
日
住
宅
７
号

（
朝
来
）

　
間
取
り
…
…
３
Ｄ
Ｋ

　
建
築
年
度
　
平
成
16
年
度

　
家
賃
（
２
０
，
６
０
０
円
～

　
　
　
　 

４
０
，
５
０
０
円
）

・
白
滝
住
宅
８
号

（
生
馬
）

　
間
取
り
…
…
２
Ｄ
Ｋ

　
建
築
年
度
　
平
成
19
年
度

　
家
賃
　（
９
，
６
０
０
円
～

　
　
　
　
　
１
９
，
０
０
０
円
）

※
家
賃
に
つ
い
て
は
世
帯
全
体

の
所
得
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

対 

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場

所
を
有
す
る
者

申 

配
布
・
受
付
期
間

10
月
１
日
㊋
～

　
　
　
10
月
18
日
㊎
ま
で

※
申
込
の
配
布
・
受
付
は
、
平

日
の
み
、
８
時
30
分
～
17
時
15

分
ま
で

場 

役
場
　
建
設
課

抽
選
日

 

　
11
月
１
日
㊎

・
第
二
朝
日
住
宅
７
号
（
朝
来
）

　
　
　
　
午
前
９
時

・
白
滝
住
宅
８
号
　
　  

（
生
馬
）

　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時

会
　
場

 

　
　
役
場
　
２
階
大
会
議
室

入
居
条
件 

・
町
税
お
よ
び
公
共
料
金
に
滞

納
が
な
い
こ
と
。

・
町
内
会
に
加
入
す
る
こ
と
。

問 

建
設
課
　
管
理
班（

⑭
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
４

犯
罪
や
交
通
事
故
な
ど
の

 

被
害
者
支
援
無
料
相
談

　
　
― 
開
催
ご
案
内 

―

農
業
者
年
金
制
度
に
加
入

し
て
、
安
心
で
豊
か
な
老

後
を
迎
え
ま
し
ょ
う
！

町
営
住
宅
入
居
者

‐
募
集
‐

※
受
験
資
格
等
詳
細
に
つ
い
て

は
下
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問 

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本

部
田
辺
地
域
事
務
所

☎ 

２
４
‐
６
２
１
９

募集種目 受付期間 試　験　日 試験会場

一般曹候補生
（第３回試験）

１０月１日㊋～
１１月２８日㊍

まで
１２月８日㊐ 自衛隊

和歌山地方協力本部

自衛官候補生
（第４回試験）

１０月３１日㊍
まで

１１月３日㊐
　　～
１１月６日㊌

各人自宅等
　（Web 試験）

令
和
６
年
度

自
衛
官
募
集
案
内

町
営
住
宅
入
居
者

‐
募
集
‐
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対
象
と
な
っ
て
い
る
方
は
、

10
月
よ
り
接
種
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

医
療
機
関
に
予
約
を
し
、
町
か

ら
送
付
さ
れ
る
必
要
書
類
を

持
っ
て
、
体
調
の
良
い
時
に
接

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

対 ①
65
歳
以
上
の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

で
、
心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼

吸
器
機
能
障
が
い
ま
た
は
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
機
能
障
が
い
を
有
す
る
方

で
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
を

有
す
る
方
ま
た
は
そ
れ
に
相
当

す
る
方

※
②
に
当
て
は
ま
る
方
は
、
事

前
に
医
師
の
証
明
書
ま
た
は
身

体
障
害
者
手
帳
を
持
参
の
上
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

③
実
施
期
間
内
に
65
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
る
方

時 　
10
月
1
日
～

　
令
和
７
年
1
月
31
日
ま
で

　
※
実
施
期
間
外
に
接
種
さ
れ

た
場
合
は
、
接
種
費
用
は
実
費

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

費 

　                  

　 

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
　
１
，
５
０
０
円
　

・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
３
，
０
０
０
円
　

◆
期
間
内
に
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
る
方

　
実
施
期
間
内(
10
月
1
日
～

令
和
７
年
1
月
31
日)
に
65
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
る
方

は
、
誕
生
日
以
降
に
予
防
接
種

依
頼
券
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・

　

 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
費
用
助
成

～上富田町国民健康保険加入者対象～

職場等で健診を受けた方、健診結果の提供にご協力ください

●対象

　職場で受けられた健診結果の提供にご協力ください。提供していただいた結果に基づき、保健

指導の対象となった方には、健康教室やジムでのトレーニングのご案内をいたします。また、保

健師・管理栄養士から生活習慣改善のアドバイスを受けることもできます。

　結果を提出していただいた方全員にティッシュ5箱をお渡しします。

下記の①～③すべてに該当する方

① 上富田町国民健康保険に加入

②４０～７４歳

※令和７年３月３１日時点の年齢

③令和６年度に特定健診や上富田町国保

人間ドックを受けていない

●提供していただくもの

４月１日～令和７年１月３１日に

受診した結果

※下記の□の項目が記載されているか確認をお

願いいたします。

□身長、体重、腹囲

□血圧

□尿検査（蛋白、糖）

□血液検査

　肝機能検査…AST(GOT)、ALT(GPT)、γ-GT

（γ-GTP）

　血中脂質検査…中性脂肪、HDL-コレステロー

ル、LDL-コレステロール

　血糖検査…空腹時血糖またはHbA1c

□受診日、実施医療機関名、医師名

★□の検査項目に足りない箇所がある場合、保

健センターで測定できるものもありますので

お問合せください。

　 保健センター　　☎４７-５３００

●提供先

上富田町保健センター

（健診結果をコピーさせていただき、原

本はお返しします）

※提供していただくときに既往歴、現病

歴、服薬と喫煙習慣の有無などを質問

させていただきます。

　ご協力よろしくお願いいたします。
問

ティッシュ ５箱
プレゼント！！
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口

と
し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や

そ
の
ご
家
族
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
電

話
や
窓
口
の
ほ
か
、
自
宅
へ
も

訪
問
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
家
族
介
護
者
教
室
は
、
高
齢

者
な
ど
を
介
護
し
て
い
る
家
族

や
近
隣
の
援
助
者
ま
た
は
こ
れ

か
ら
必
要
と
な
る
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
方
が
集
い
、
介
護
方

法
や
介
護
者
の
健
康
づ
く
り
な

ど
、
介
護
に
役
立
つ
知
識
を
学

ん
だ
り
介
護
者
同
士
が
交
流
し

た
り
で
き
る
教
室
で
す
。
参
加

費
は
無
料
で
す
。

　
こ
の
教
室
は
、
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
年
に
よ
っ

て
内
容
は
変
更
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
昨
年
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
参
加
者
の
方
か
ら
、

次
回
開
催
時
に
聞
い
て
み
た
い

内
容
を
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
際

に
、
希
望
い
た
だ
い
て
い
た
内

容
で
実
施
し
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、「
認
知
症
へ
の

理
解
を
深
め
た
い
。
ど
の
よ
う

に
関
わ
れ
ば
よ
い
か
教
え
て
ほ

し
い
。」

　
二
つ
目
が
、「
高
齢
者
の
方

が
服
薬
さ
れ
て
い
る
薬
に
つ
い

て
、
内
容
や
内
服
す
る
際
の
注

意
点
な
ど
を
教
え
て
ほ
し
い
。」

　
三
つ
目
が
、「
介
護
を
受
け

る
側
、
介
護
す
る
側
、
両
者
の

負
担
を
減
ら
す
介
助
方
法
を
教

え
て
ほ
し
い
。」
で
す
。

　
こ
の
三
つ
の
内
容
で
11
月
か

ら
令
和
７
年
１
月
ま
で
３
回
、

介
護
者
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
希
望
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

時 

10
月
10
日
㊍

　 

　
　
14
時
～
15
時
30
分
　

場 

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

問 

長
寿
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
⑨
番
窓
口
）

☎
３
３
‐
７
３
４
０

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
10

月
を
「
里
親
月
間
」
と
位
置
づ

け
、
里
親
委
託
を
推
進
す
る
た

め
に
広
報
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

○
里
親
制
度
と
は
…

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
実

の
親
と
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
を

家
庭
で
育
て
る
制
度
で
、
以
下

の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

〈
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と
〉

　
み
な
べ
町
以
南
（
北
山
村
ま

で
）
の
11
市
町
村
で
里
親
の
支

援
や
、
里
親
制
度
の
普
及
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
巡
回
パ
ネ
ル
展
・
相
談
会

　
里
親
制
度
の
概
要
や
、
里
親

に
な
り
子
ど
も
を
迎
え
る
ま
で

の
手
続
き
な
ど
を
紹
介
す
る
巡

回
パ
ネ
ル
展
を
行
い
、
あ
わ
せ

て
里
親
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
常
駐

し
て
い
ま
す
の
で
、
里
親
に
関

心
の
あ
る
方
は
気
軽
に
お
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。

場 

和
歌
山
県
立
情
報
交
流
セ
ン

タ
ー
Ｂ
ｉ
ｇ
・
Ｕ

時 ・
巡
回
パ
ネ
ル
展

　
10
月
２
日
㊌
～
10
月
31
日
㊍

・
さ
と
お
やca
fé

ほ
っ
と
＆
相

談
会

　
10
月
４
日
㊎
10
時
～
16
時

・
里
親
相
談
会

　
10
月
23
日
㊌
10
時
～
16
時

場 

岩
田
公
民
館

時 ・
さ
と
お
やca

fé

ほ
っ
と
＆
相

談
会

　
10
月
18
日
㊎
10
時
～
16
時

問 

　                  

　 

里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と
　

田
辺
市
城
山
台
５
‐
１

☎
０
７
３
９
‐
３
４
‐
２
７
３
５

h
o
t@

w
fj.o

r.jp

h
ttp

s://w
w

w
.w

fj.o
r.jp

/h
o
t/

第２４回かみとん市で健康チェックを実施します。是非お越し

ください。
時 １１月３日㊐　１０時～１５時
場 上富田町役場駐車場　健康チェックコーナー
内 ・骨密度測定　
　 ・血管年齢測定

　 ・栄養士による栄養指導　　

～健康チェックのお知らせ～

10
月
は
里
親
月
間
で
す

養育里親
子どもが自立するか、家庭に戻れるようになるま
で受け入れる

養子縁組里親 養子縁組を前提とする

専門里親
虐待や非行、障がい等の理由により、専門的な支
援を必要とする子どもを受け入れる

親族里親 親族が養育する

週末里親
季節里親

週末や長期休暇中だけ預かる

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

※
参
加
者
募
集

【
家
族
介
護
者
教
室
】
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図書館からのお知らせ 上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

今月のベストテン

1.
2.
　3.
4.

5.
6.
7.
8.
9.

10.

1.
2.
　3.
4.

5.
6.
7.
8.
9.

10.

成瀬は天下を取りにいく　　　　　　　　
成瀬は信じた道をいく　　　　　　　　　
暗殺　　　　　　　　　　　　　　　　
あの花が咲く丘で、君とまた出会えたら　Another　

クスノキの女神　　　　　　　　　　　　　　　　
バリ山行
近畿地方のある場所について
ツミデミック
頭のいい人だけが解ける論理的思考問題

なぜ働いていると本が読めなくなるのか

成瀬は天下を取りにいく　　　　　　　　
成瀬は信じた道をいく　　　　　　　　　
暗殺　　　　　　　　　　　　　　　　
あの花が咲く丘で、君とまた出会えたら　Another　

クスノキの女神　　　　　　　　　　　　　　　　
バリ山行
近畿地方のある場所について
ツミデミック
頭のいい人だけが解ける論理的思考問題

なぜ働いていると本が読めなくなるのか

宮島　未奈
宮島　未奈
柴田　哲孝

汐見　夏衛　　
東野　圭吾
松永K三蔵
背筋
一穂　ミチ　　

野村　裕之

三宅　香帆　　　　

宮島　未奈
宮島　未奈
柴田　哲孝

汐見　夏衛　　
東野　圭吾
松永K三蔵
背筋
一穂　ミチ　　

野村　裕之

三宅　香帆　　　　

新潮社
新潮社
幻冬舎

スターツ出版
実業之日本社

講談社
KADOKAWA

光文社

ダイヤモンド社

集英社

新潮社
新潮社
幻冬舎

スターツ出版
実業之日本社

講談社
KADOKAWA

光文社

ダイヤモンド社

集英社

　絵本の読み聞かせや、紙芝居など楽しいことがいっぱい
です。
　ぜひ図書館に遊びに来てくださいね

時　１１月３日㊐
　　　１２時３０分～（３０分程度）
場　上富田町立図書館

※かみとんだ文化のまつり開催のため、図書館は臨時休館
となります。本の貸し出し、返却などの図書館業務は行い
ませんので、ご了承ください。

＜かみとんだ文化のまつり

　　　　　　　　 おはなし会のお知らせ＞

時

場

（
投
稿
歓
迎
）

鳴
く
こ
と
は
生
く
る
こ
と
庵
の
つ
づ
れ
さ
せ

久
闊
の
話
は
尽
き
ず
十
三
夜
　
　
　
　
　
　

一
つ
の
忌
こ
こ
ろ
に
雨
の
紫
菀
切
る
　
　
　

贅
沢
も
知
ら
ず
に
育
ち
藷
の
飯
　
　
　
　
　

雀
ど
ち
葦
の
穂
綿
に
群
れ
も
ど
り
　
　
　
　

地
芝
居
の
夫
婦
演
ず
る
親
子
か
な
　
　
　
　

一
服
は
い
つ
も
こ
の
石
畑
の
秋
　
　
　
　
　

白
萩
の
咲
い
て
は
零
し
山
の
寺
　
　
　
　
　

母
恋
の
孫
の
枕
辺
ち
ち
ろ
虫
　
　
　
　
　
　

約
束
を
交
し
て
帰
る
星
月
夜
　
　
　
　
　
　

刈
田
風
入
れ
て
板
の
間
旅
支
度
　
　
　
　 

御
句
碑
に
真
上
の
葛
の
花
こ
ぼ
れ
　
　
　
　

城
戸
　
杉
生

本
西
満
穂
子

出
羽
　
鶴
枝

出
羽
智
香
子

射
場
　
典
子

岡
本
美
恵
子

宮
内
　
信
子

下
平
百
美
子

山
根
八
栄
子

和
田
　
厚
子

片
倉
美
智
子

山
本
　
陽
子

　
　
　
講
演
会
‐
ご
案
内
‐

演
題 

「
落
語
界
の
男
女
共
同
参
画
」

　
　
　 

落
語
家
　
桂
か
つ
ら

　
三さ
ん
せ
ん扇 

氏

時 

11
月
６
日
㊌
　

　 

19
時 

開
始
（
受
付
18
時
30
分
～
）

　 

20
時
30
分
　
終
了
予
定

場 

上
富
田
文
化
会
館
　
小
ホ
ー
ル

（
入
場
料
無
料
・
事
前
申
込
不
要
）

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

　
平
成
４
年 

甲
南
女
子
大
学
在
学
中
、
桂 

三
枝

（
現

：

６
代 

桂 

文
枝
）
に
入
門
。

　
江
戸
時
代
か
ら
続
く
男
性
が
ほ
と
ん
ど
の
落
語

界
で
女
流
落
語
家
と
し
て
活
躍
中
。

　
女
性
で
あ
る
が
故
に
弟
子
修
行
時
代
や
仕
事
で

の
失
敗
や
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
り
、
そ
の
体
験
の
中
で

人
へ
の
心
遣
い
や
思
い
や
り
を
学
び
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
小
さ
な
体
で
大
き
な
仕
事
」

　
平
成
25
年
「
第
８
回
繁
昌
亭
大
賞
」
創
作
賞
受
賞

主
催 

上
富
田
町
男
女
共
生
町
づ
く
り
推
進
委
員

会
・
生
涯
学
習
推
進
委
員
会

問 

福
祉
課
福
祉
班
　（
⑤
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３
（
直
通
）

あ
ん
こ 

い
ん
こ 

あ
い
う
え
お

か
も
め 

く
ん
く
ん 

か
き
く
け
こ

さ
ん
ご 

そ
う
じ
き 

さ
し
す
せ
そ

た
こ
や
き 

つ
く
る
よ 

た
ち
つ
て
と

な
に
い
ろ 

な
す
び 

な
に
ぬ
ね
の

は
ま
ず
し 

は
な
び 

は
ひ
ふ
へ
ほ

ま
ん
と 

み
ん
と 

ま
み
む
め
も

や
し
の
き 

ゆ
ら
ゆ
ら 

や
い
ゆ
え
よ

ら
ん
ら
ん 

る
ん
る
ん 

ら
り
る
れ
ろ

わ
ご
む 

と
び
だ
せ 

わ
い
う
え
を

ん

上
富
田
町
男
女
共
同
参
画 

「
五
年
後
に
会
お
う
」
と
茶
粥
食
べ
し
友

　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
束
破
り
夜
空
の
星
に

稗
田
　
満
代

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇

あ
い
う
え
お
で
　
あ
そ
ぼ
う市

ノ
瀬
小
学
校
一
年　

ま
え
じ　

ふ
う
か
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①
名
前
・
年
齢
　
②
出
身
地

③
趣
味
　
④
好
き
な
食
べ
物
　

⑤
日
本
で
行
っ
て
み
た
い
場
所

⑥
日
本
で
や
っ
て
み
た
い
こ
と

⑦
上
富
田
町
の
印
象
　
⑧
が
ん

ば
り
た
い
こ
と

◆

①
サ
リ
バ
ン
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
　

28
才

②
ア
メ
リ
カ
・
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
州
ウ
ー
ス
タ
ー
市

③
野
球
が
大
好
き
で
す
。
よ
く

本
を
読
み
ま
す
。
今
、「
吾
輩

は
猫
で
あ
る
」
と
い
う
本
を
読

ん
で
い
ま
す
。

④
マ
グ
ロ
と
た
こ
焼
き
が
好
き

で
す
。

⑤
熊
野
古
道
と
高
野
山
に
行
き

た
い
で
す
。

⑥
甲
子
園
に
行
き
た
い
で
す
。

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
を
応
援
し
て

い
ま
す
。

⑦
こ
ん
な
に
き
れ
い
な
場
所
に

住
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

⑧
地
域
社
会
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

影
響
を
与
え
た
い
で
す
。

新
Ａ
Ｌ
Ｔ
着
任
　
‐
ご
紹
介
‐

　
９
月
か
ら
新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
ジ
ェ
イ
ミ
ー

先
生
が
勤
務
し
ま
す
。

　
主
に
小
学
校
で
英
語
の
指
導
を
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

就
学
援
助
　
ご
案
内

　
生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
生
活

保
護
に
準
じ
た
保
護
が
必
要
な

世
帯
の
児
童
生
徒
に
対
し
、
一

定
の
援
助
を
行
う
支
援
制
度
と

し
て
、
要
保
護
・
準
要
保
護
児

童
生
徒
就
学
援
助
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
お
困
り
の
方
は
お
子
様
が
通

わ
れ
て
い
る
学
校
ま
た
は
教
育

委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問 

　

生
馬
小
学
校
　
４
７
‐
０
１
２
６

朝
来
小
学
校
　
４
７
‐
０
０
４
０

岩
田
小
学
校
　
４
７
‐
２
１
２
０

岡
小
学
校
　
　
４
７
‐
２
０
２
７

市
ノ
瀬
小
学
校
４
８
‐
０
３
３
４

上
富
田
中
学
校
４
７
‐
０
０
５
３

教
育
委
員
会
　
４
７
‐
５
９
３
０

時 

10
月
15
日
㊋
～
31
日
㊍
17
日

間場 

南
紀
白
浜
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
　

上
富
田
町
岩
崎
７
６
８
番
地

費 

平
日
（
昼
食
付
）８

８
８
０
円

　 

休
日
（
昼
食
付
）

１
２
５
８
０
円

※
大
会
参
加
費
は
無
し

対 

①
１
組
に
つ
き
少
な
く
と
も

１
名
は
上
富
田
町
在
住
の
方
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

※
た
だ
し
、
複
数
組
を
一
括
で

申
込
さ
れ
る
場
合
は
、
申
込

の
代
表
者
が
上
富
田
町
在
住

で
あ
れ
ば
参
加
可
能
と
す

る
。

②
参
加
は
１
人
１
回
限
り
と
す

る
。

申 

施
設
へ
直
接
電
話
に
て
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

☎
４
７
‐
１
２
３
０

８
時
～
18
時
30
分
ま
で
受
付

可
。

※
予
約
時
に
必
ず
『
町
民
ゴ
ル

フ
大
会
参
加
』
の
旨
を
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

競
技
方
法 

ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
方

式
の
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
ー
（
セ
ル
フ
）

※
大
会
終
了
後
、
総
合
順
位
に

よ
り
該
当
者
に
景
品
を
贈
呈

す
る
。

　（
上
位
賞
お
よ
び
飛
び
賞
）

問 

体
育
協
会
事
務
局
（
教
育
委

員
会
事
務
局
内
）

☎
４
７
‐
５
９
３
０

　
上
富
田
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
協
会
主
催
の
第
27
回
町
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。

時 

10
月
23
日
㊌

　
予
備
日
10
月
24
日
㊍

　
８
時
30
分
～
正
午

場 

岩
田
ふ
れ
あ
い
公
園

費 

無
料

申 

当
日
会
場
に
て
受
付

※
数
に
限
り
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
当
日
事
務
局
に
て
道
具

を
貸
し
出
し
い
た
し
ま
す
。

問 

体
育
協
会
事
務
局
（
教
育
委

員
会
事
務
局
内
）

☎
４
７
‐
５
９
３
０

上
富
田
町
体
育
協
会
主
催

町
民
ゴ
ル
フ
大
会
　
ご
案
内

　
ロ
ン
グ
ラ
ン
コ
ン
ペ
形
式

で
開
催
！

第
27
回

町
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
　
‐
ご
案
内
‐
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令
和
６
年
度

か
み
と
ん
だ
文
化
の
ま
つ
り

-

ご
案
内
‐

　
例
年
、
健
康
の
部
、
福
祉
の

部
、
文
化
の
部
の
３
部
門
で
開

催
し
て
い
ま
し
た
「
か
み
と
ん

だ
健
康
福
祉
と
文
化
の
ま
つ
り
」

を
今
年
度
か
ら
文
化
の
部
が
独

立
し
て
名
称
を
「
か
み
と
ん
だ

文
化
の
ま
つ
り
」
と
変
更
し
ま

し
た
。
上
富
田
文
化
会
館
全
館

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
町
内
保
育
所
等
、
小
中
学
校

の
作
品
や
、
地
域
の
方
々
の
日

頃
の
成
果
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、「
体
験
コ
ー
ナ
ー
」、

「
お
茶
席
」
な
ど
も
実
施
予
定

で
す
の
で
、
皆
様
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
当
日

は
「
か
み
と
ん
市
」
も
同
日
開

催
い
た
し
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ

て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

時 

11
月
３
日
㊐
９
時
00
分
～
17

時
00
分

場 

上
富
田
文
化
会
館

か
み
と
ん
だ
文
化
の
ま
つ
り

-

作
品
募
集
‐

　
か
み
と
ん
だ
文
化
の
ま
つ
り

作
品
展
は
、
誰
も
が
気
軽
に
ご

参
加
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ま
が
日
頃
あ
た
た
め
て

お
ら
れ
る
作
品
、
こ
だ
わ
り
の

作
品
な
ど
ふ
る
っ
て
ご
出
品
く

だ
さ
い
。

〆 

10
月
18
日
㊎
ま
で

　
お
電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

（
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
作

品
種
別
・
大
き
さ
等
を
お
伺
い

し
ま
す
。）

問 

教
育
委
員
会
事
務
局

☎
４
７
‐
５
９
３
０

二
十
歳
を
祝
う
式
典

-
お
知
ら
せ-

時 

令
和
７
年
１
月
３
日
㊎

受
付 

10
時
か
ら

開
会 

10
時
30
分(
40
分
程
度)

場 

上
富
田
文
化
会
館

文
化
ホ
ー
ル

対 

上
富
田
町
在
住
の
平
成
16
年

４
月
２
日
～
平
成
17
年
４
月
１

日
に
生
ま
れ
た
方
（
令
和
元
年

度
に
上
富
田
中
学
校
ま
た
は
田

辺
中
学
校
等
を
卒
業
し
た
方
も

含
み
ま
す
。）

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
11

月
上
旬
に
案
内
状
を
送
付
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
案
内
状
が
届
か
な
い
場
合
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
二
十
歳
を
祝
う
式
典
を
挙
行

す
る
に
あ
た
り
「
20
歳
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
を
対
象
者
か
ら
募
集

し
ま
す
。
応
募
者
の
中
か
ら
２

名
程
度
選
考
し
、
式
典
に
お
い

て
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

テ
ー
マ 

自
由

（
20
歳
を
迎
え
た
感
想
、
抱
負
、

ア
ピ
ー
ル
な
ど
）

文
字
数 

８
０
０
字
程
度

〆 

11
月
５
日
㊋

対 

対
象
者
に
限
る

申 

上
富
田
町
朝
来
７
５
８
番
地

の
１

上
富
田
町
教
育
委
員
会
事
務
局

　
社
会
教
育
班
（
連
絡
先
を
ご

記
入
の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
窓

口
ま
で
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
選
考

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問 

教
育
委
員
会
事
務
局

☎ 

４
７
‐
５
９
３
０

「
20
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

募
集
！

夏
季
囲
碁
大
会

　
　
　
盛
会
に
終
わ
る

　
上
富
田
町
中
央
公
民
館
と
囲

碁
サ
ー
ク
ル
主
催
の
夏
季
囲
碁

大
会
が
、
去
る
８
月
25
日
に
市

ノ
瀬
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
当
日
は
33
名
の
参
加
が
あ

り
、
碁
盤
を
囲
ん
だ
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
各
部
門
に
お
け
る
上
位
の
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

Ａ
級
（
四
～
八
段
）

　
　
優
　
勝
　
那
須
　
幹
司

　
　
準
優
勝
　
横
沢
　
宏
正

　
　
３
　
位
　
樫
本
　
公
兵

Ｂ
級
（
二
～
三
段
）

　
　
優
　
勝
　
赤
木
　
秀
治

　
　
準
優
勝
　
中
筋
　
昇

　
　
３
　
位
　
木
村
　
悌
吉
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公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

朝
来
公
民
館

　
史
跡
・
文
化
財
め
ぐ
り

時 

10
月
27
日
㊐

　
　
７
時
～
18
時
（
予
定
）

行
き
先 

京
都
宇
治
市
方
面
（
源

氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
等
）

費 

７
５
０
０
円

（
昼
食
代
含
む
）

定 

40
名
（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。
朝
来
・
岩

崎
・
南
紀
の
台
地
区
の
方
を
優

先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

対 

町
内
の
方

〆 

10
月
11
日
㊎
ま
で

着
付
け
と
茶
道
体
験
教
室

時 

11
月
９
日
㊏

13
時
～
15
時
30
分

場 

朝
来
公
民
館

内 

講
師
先
生
に
着
物
の
着
付
け

を
し
て
も
ら
い
、
着
物
を
着
て

茶
道
体
験
が
で
き
ま
す
。
ど
ち

ら
か
一
方
の
み
の
申
し
込
み
も

可
能
で
す
。
大
人
、
子
供
、
男

性
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

講
師 

着
付
け
　
輪
島
久
子
氏

　     

茶
道
　
平
岩
チ
ホ
コ
氏

費 

１
０
０
０
円
（
ど
ち
ら
か
一

方
の
み
の
場
合
５
０
０
円
）

定 

10
名
（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。
朝
来
・
岩

崎
・
南
紀
の
台
地
区
の
方
を
優

先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

対 

町
内
の
方

〆 

10
月
18
日
㊎
ま
で

※
着
物
は
貸
出
・
持
参
ど
ち
ら

　
で
も
可
能
で
す
。

季
節
の
花
と
作
る

　
苔
玉
教
室

時 

10
月
25
日
㊎

　 

10
時
～
11
時
30
分

場 
朝
来
公
民
館

内 
苔
玉
作
り

講
師 
野
田
　
博
子
　
氏

費 

２
２
０
０
円
（
材
料
費
）

持 

花
切
り
ば
さ
み
、
雑
巾
、
タ

オ
ル

※
エ
プ
ロ
ン
も
し
く
は
汚
れ
て

も
よ
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

定 

20
名
（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。
朝
来
・
岩

崎
・
南
紀
の
台
地
区
の
方
を
優

先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

対 

町
内
の
方

〆 

10
月
11
日
㊎
ま
で

フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験
教
室

時 

10
月
20
日
㊐

13
時
～
14
時
30
分

場 

朝
来
公
民
館

内 

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
体
験
教
室

講
師 

籠
畑
　
ひ
と
み
　
氏

費 

無
料

定 

30
名
（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。
朝
来
・
岩

崎
・
南
紀
の
台
地
区
の
方
を
優

先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

対 

町
内
の
方

〆 

10
月
11
日
㊎
ま
で

※
い
ず
れ
の
教
室
も
電
話
ま
た

は
直
接
朝
来
公
民
館
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
㊍
・
㊐
・

㊗
を
除
く
９
時
～
16
時
）

※
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
申
込
み
も
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
朝
来
公
民

館
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
を

友
達
追
加
し
て
申
込
を
お
願

い
し
ま
す
。

問 

朝
来
公
民
館

☎
４
７
‐
０
５
４
５

-------------------------------------

岩
田
公
民
館

   

古
道
歩
き 

参
加
者
募
集

時 

11
月
16
日
㊏
午
前
８
時
～
16

時
30
分
頃

場 

岩
田
公
民
館
→
伊
太
祁
曽
神

社-
バ
ス-

松
代
王
子
～
熊
野

一
の
鳥
居
跡
～
藤
代
王
子
（
藤

白
神
社
）
昼
食
～
筆
捨
松
～
藤

代
塔
下
王
子
～
橘
本
王
子
→
岩

田
公
民
館

費 

１
０
０
０
円
（
当
日
集
金
）

持 

弁
当
・
飲
み
物
・
歩
き
や
す

い
服
装

定 

16
名
（
先
着
順
）

申 

　

岩
田
・
岡
地
区
の
方
　
10
月
11

日
㊎
～
11
月
11
日
㊊

町
内
の
方
　
10
月
18
日
㊎
～
11

月
11
日
㊊

※
電
話
に
て
直
接
岩
田
公
民
館

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

岩
田
公
民
館

☎
４
７
‐
２
０
２
０

-------------------------------------

生
馬
公
民
館

　
史
跡
め
ぐ
り

時 

11
月
12
日
㊋
６
時
30
分
か
ら

19
時
（
予
定
）

行
き
先 

宇
治
平
等
院
、
黄
桜
記

念
館
、
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム対 

生
馬
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

（
優
先
）、
ほ
か
の
地
区
に
お
住

ま
い
の
方

定 

先
着
　
40
名

費 

７
５
０
０
円
（
巡
拝
料
、
昼

食
代
、
保
険
料
含
む
）

申 

生
馬
地
区
の
お
住
ま
い
の
方

は
、
10
月
16
日
㊌
か
ら
10
月
25

日
㊎
ま
で

　
生
馬
地
区
以
外
の
お
住
ま
い

の
方
は
、
10
月
28
日
㊊
か
ら
11

月
１
日
㊎
ま
で

※
生
馬
地
区
の
方
は
折
込
チ
ラ

シ
の
参
加
申
込
書
に
ご
記
入

の
う
え
、
生
馬
公
民
館
に
参

加
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
生
馬
地
区
以
外
の
方
は
、
お

問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
参
加
費

を
添
え
て
教
育
委
員
会
事
務
局

ま
で
（
文
化
会
館
内
）。

※
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、

定
員
40
名
に
な
り
ま
し
た
ら

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

問 

生
馬
公
民
館

☎
４
７
‐
２
８
８
１

（
㊊
・
㊌
・
㊎
）

　 

教
育
委
員
会

　
　
　
生
馬
公
民
館
担
当

☎
４
７
‐
５
９
３
０

-------------------------------------

市
ノ
瀬
公
民
館

第
31
回

コ
ス
モ
ス
園
花
ま
つ
り

時 

10
月
20
日
㊐
13
時
30
分
～

場 

市
ノ
瀬
小
山
河
川
敷
コ
ス
モ

ス
園

内 

・
屋
台
・
物
産
コ
ー
ナ
ー

　 

・
体
験
コ
ー
ナ
ー

　 

・
各
種
イ
ベ
ン
ト

主
催 

市
ノ
瀬
河
川
敷
環
境
美

化
推
進
実
行
委
員
会

※
路
上
お
よ
び
公
衆
ト
イ
レ
へ

の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問 

市
ノ
瀬
公
民
館

☎
４
８
‐
３
６
６
４

　 

教
育
委
員
会
事
務
局

☎
４
７
‐
５
９
３
０



-11-

子
ど
も
工
作
教
室

市
ノ
瀬
公
民
館

　
８
月
18
日
、
子
ど
も
工
作
教

室
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
親
子

で
50
名
以
上
の
参
加
が
あ
り
賑

わ
い
ま
し
た
。
内
容
は
、
板
や

端
材
を
使
っ
た
ビ
ー
玉
迷
路
、

竹
の
笛
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
紙

粘
土
の
貯
金
箱
で
す
。

　
ビ
ー
玉
迷
路
は
、
底
と
枠
に

な
る
板
で
箱

を
作
り
、
中

に
端
材
を
配

置
し
て
ビ
ー

玉
の
ス
タ
ー

ト
と
ゴ
ー
ル

を
設
定
し
ま

す
。

　
こ
ぼ
れ
る
ほ
ど
ボ
ン
ド
を
つ

け
た
り
通
れ
な
い
道
が
あ
っ
た

り
と
苦
労
し
て
い
ま
し
た

が
、
端
材
を

う
ま
く
配
置

し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
面
白
い

迷
路
に
仕
上

げ
て
い
ま
し

た
。

　
竹
の
笛
は
、

の
こ
ぎ
り
と

小
刀
を
使
う

の
で
少
し
難

し
い
か
ら
ど

う
か
な
と
思
っ
て
い
た
ら
、
高

学
年
の
子
は
自
分
で
作
り
、
音

を
出
し
て

い
ま
し
た
。

形
が
で
き

て
も
音
を

出
す
よ
う

に
作
る
の

が
微
妙
で
、

大
人
が
結

構
は
ま
っ

て
、
熱
心

に
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
貯
金
箱
は

定
番
の
メ
ニ
ュ
ー
で
、
絵
の
具

を
紙
粘
土
に
練
り
こ
み
、
カ
ラ

フ
ル
で
か
わ
い
い
作
品
が
出
来

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
、
親
子
で

協
力
し
あ
い
な
が
ら
の
作
業
が

見
ら
れ
、
ほ
ほ
え
ま
し
か
っ
た

で
す
。

会
を
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と
の

声
も
あ
り
、
５
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
公
民
館
主
催

で
の
盆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

は
、
町
内
で
は
唯
一
の
大
会
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　
４
チ
ー
ム
で
の
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
で
、
い
き
な
り
準
決
勝
戦
と

な
り
ま
す
。

　
準
決
勝
戦

は
、
中
島
対

田
熊
、
上
岩

田
対
大
坊
２

と
な
り
、
試

合
は
２
面
を

利
用
し
て
同

時
進
行
で
お

こ
な
わ
れ
ま

し
た
。
猛
暑
の
中
、
好
プ
レ
ー
、

珍
プ
レ
ー
が
飛
び
出
し
、
ま
た

生
き
生
き
と
し
た
応
援
も
印
象

的
で
し
た
。

　
準
決
勝
戦
の
結
果
は
、
中
島 

５
‐
13
田
熊
、
上
岩
田 

10-

４ 

大
坊
２
と
な
り
田
熊
と
上
岩
田

が
決
勝
戦
へ
進
出
し
ま
し
た
。

　
敗
者
チ
ー
ム
で
の
３
位
決
定

戦
に
つ
い
て
当
初
予
定
で
は
行

わ
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
両
チ
ー
ム
の
要
望
に
よ
り

中
島
と
大
坊
２
の
対
戦
も
決
勝

戦
と
同
時
に
行
い
ま
し
た
。

　
決
勝
戦
は
白
熱
し
た
ゲ
ー
ム

展
開
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
上
岩

田
９
‐
４
田
熊
で
上
岩
田
が
優

勝
し
ま
し
た
。

３
位
決
定
戦

も
ベ
ス
ト
を

尽
く
し
た
プ

レ
ー
が
見
ら

れ
白
熱
し
た

シ
ー
ソ
ー
ゲ

ー
ム
と
な
り
、

大
坊
２
が
22

‐
21
で
勝
利

し
て
い
ま
す
。

　
盆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、

猛
暑
の
中
４
チ
ー
ム
の
参
加
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
大
変
盛
り

上
が
っ
た
大
会
と
な
り
無
事
終

了
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
浴
衣
の
着
付
け
や
着

物
の
た
た
み
方
、
立
ち
方
・
座

り
方
、
お
茶
の
い
た
だ
き
方
や

風
呂
敷
の

使
い
方
な

ど
多
岐
に

わ
た
っ
て

お
り
、
大

人
で
も
知

ら
な
い
よ

な
こ
と
も
、

真
剣
に
学

ん
で
身
に
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　
教
室
の
最
終
日
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
自
分
で
浴
衣
を
着
つ
け
て

帯
を
結
び
、
正
し
い
姿
勢
で
の

立
ち
居
振
る
舞
い
が
で
き
て
い

ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
日
本
の
伝
統

文
化
を
伝
え
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
、

充
実
し
た
５
日
間
で
し
た
。

　
伝
統
文
化
親
子
教
室
が
、
朝

来
公
民
館
を
会
場
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
対
し
て
、
茶
道
や
和
装
な

ど
の
伝
統
文
化
を
伝
え
、
継
承

し
て
い
く
た
め
の
事
業
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
浴
衣
の
着

　
　
　
　
　
　
　
　
付
け
と
日

　
　
　
　
　
　
　
　
常
生
活
の

　
　
　
　
　
　
　
　
作
法
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
、
装

　
　
　
　
　
　
　
　
道
礼
法
き

　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
学
院

　
　
　
　
　
　
　
　
輪
島
久
子

氏
を
講
師
に
、
小
中
学
生
12
名

が
５
日
間
学
び
ま
し
た
。

　
８
月
14
日
、
上
富
田
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、 

田
熊
、

大
坊
２
、
上
岩
田
、
中
島
の
４

チ
ー
ム
に
よ
る
盆
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
盆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、

令
和
元
年
に
行
わ
れ
て
以
来
、

新
型
コ
ロ
ナ
蔓
延
対
策
も
あ

り
、
中
止
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

盆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

岩
田
公
民
館

伝
統
文
化
親
子
教
室

文
化
庁
の
補
助
事
業

今
回
は
、 優勝：上岩田チーム
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今
回
は
加
茂
橋
を
紹
介
し
ま

す
。

　
加
茂
地
区
（
下
鮎
川
）
と
鮎

川
（
田
辺
市
鮎
川
）
を
結
ぶ
こ

の
橋
は
、
元
々
は
旧
鮎
川
村
内

に
架
か
る
橋
で
昭
和
31
年
ま
で

鮎
川
村
で
管
理
を
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
昭
和
の
大
合
併

で
加
茂
地
区
が
市
ノ
瀬
村
に
編

入
し
、
そ
の
後
上
富
田
町
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
橋
の
ほ
ぼ
真

ん
中
で
上
富
田
町
と
大
塔
村

（
今
は
田
辺
市
）
の
境
界
を
な

す
こ
と
に
な
り
、
以
後
両
市
町

で
こ
の
橋
の
管
理
運
営
に
あ
た

っ
て
い
ま
す
。

　
大
塔
村
誌
に
よ
る
と
、
明
治

27
年
の
記
述
に
は
加
茂
の
渡
船

料
と
し
て
２
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
が
、
橋
に
関
す
る
記
録
は

出
て
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
橋
が

木
造
の
仮
橋
で
、
洪
水
で
流
失

し
再
び
渡
船
の
時
代
に
戻
っ
て

い
た
こ
と
を
表
し
て
お
り
、
そ

の
後
橋
の
記
述
は
明
治
32
年
に

管
理
費
と
し
て
橋
番
１
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
橋
番
と
は
、
板
橋
の
番

人
で
橋
が
通
行
で
き
る
か
ど
う

か
の
状
態
を
判
断
し
た
り
、
橋

が
流
さ
れ
れ
ば
水
の
引
く
の
を

待
っ
て
仲
間
と
と
も
に
再
架
橋

し
た
り
、
修
復
し
た
り
す
る
仕

事
・
役
割
を
す
る
人
の
こ
と
で

す
。
地
域
の
村
人
が
輪
番
制
で

そ
の
大
役
を
果
た
し
て
い
た
と

 

「
御お

み

こ

し

神
輿
」
の
話

　
春
日
神
社
（
市
ノ
瀬
）
の

長ち

ょ

う

や屋
（
芝
居
小
屋
）
玄
関
左
横

の
ガ
ラ
ス
張
り
の
中
に
古
い
御

神
輿
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
御
神
輿
は
、
１
７
６
９

（
明
和
６
）
年
に
つ
く
ら
れ
て
、

１
９
７
３
（
昭
和
48
）
年
ま
で

使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
大
変

古
い
貴
重
な
御
神
輿
に
な
り
ま

す
。

　
御
神
輿
と
は
、
そ
も
そ
も
神

様
の
乗
り
物
で
、
神
社
の
よ
う

に
鳥
居
が
付
い
て
い
る
こ
と
か

ら
も
わ
か
り
ま
す
。
御
神
輿
を

上
下
に
ゆ
す
る
の
は
神
様
を
起

こ
す
た
め
で
あ
り
、
御
神
輿
を

か
つ
い
で
地
域
内
を
ね
り
歩
く

の
は
神
様
の
あ
り
が
た
さ
を
地

域
一
帯
に
届
け
る
た
め
だ
そ
う

で
す
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
の
美
の
壺
に
よ

る
と
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ

ョ
イ
」
の
か
け
声
は
、
諸
説
あ

る
も
の
の
「
和わ

し
背せ

お負
へ
」
が

語
源
だ
そ
う
で
、
例
え
ば
、
商

売
敵
が
い
た
り
、
気
に
食
わ
な

い
人
が
い
た
り
し
て
も
、
御
神

輿
を
担
ぐ
時
は
、
身
分
も
利
害

も
感
情
も
超
越
し
て
皆
で
心
と

力
を
合
わ
せ
て
背
負
わ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
そ
ん
な
「
和
」
を
貴
し

　
朝
来
在
住
の
早
稲
田
早
苗
さ

ん
の
作
品
を
ロ
ビ
ー
展
示
し
て

い
ま
す
。
本
宮
町
出
身
の
高
僧
、

山
本
玄
峰
の
生
涯
を
描
い
た

１
３
０
枚
の
紙
芝
居
の
一
部
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期 

10
月
31
日
㊍
ま
で

（
平
日
）
８
時
30
分
～
17
時
15

分
ま
で

場 

上
富
田
文
化
会
館
　

１
階
ロ
ビ
ー

問 

教
育
委
員
会
事
務
局

☎
４
７
‐
５
９
３
０

と
す
る
思
い
が
、
こ
の
か
け
声

に
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
と
の
こ
と
で
す
。

　
ち
な
み
に
、
神
社
の
前
で
鈴

を
鳴
ら
し
た
り
、
手
を
た
た
い

て
音
を
出
し
た
り
す
る
の
は
、

神
様
に
自
分
が
来
た
こ
と
を
知

ら
せ
る
た
め
だ
そ
う
で
す
。
私

た
ち
が
何
気
な
く
し
て
い
る
行

為
や
か
け
声
に
も
、
奥
深
い
理

由
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。

　
春
日
神
社
の
古
い
御
神
輿

は
、
今
は
社
宝
と
し
て
大
切
に

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。（
大
谷
）

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
木
造
ゆ
え
再
三
の
洪

水
で
流
失
の
被
害
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
村
民
の
願
い
で
あ
っ
た

安
心
安
全
な
加
茂
橋
の
竣
工
は

昭
和
30
年
に
な
っ
て
か
ら
で
し

た
。
現
在
供
用
し
て
い
る
橋
は

昭
和
45
年
に
、
旧
橋
の
90
ｍ
ほ

ど
上
流
に
橋
長
１
６
８
ｍ
、
幅

員
４
ｍ
と
し
て
竣
工
さ
れ
て
お

り
、
工
事
費
の
一
部
は
上
富
田

町
と
大
塔
村
で
負
担
し
て
い
ま

す
。

　
た
だ
、
幅
員
が
狭
い
た
め
自

動
車
が
対
向
で
き
ず
、
通
行
の

支
障
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
橋

の
中
ほ
ど
に
退
避
箇
所
を
設

け
、
車
が
対
抗
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　
下
流
域
と
鮎
川
左
岸
へ
行
き

来
す
る
際
は
、
鮎
川
新
橋
よ
り

加
茂
橋
を
利
用
す
る
方
が
多
く

利
便
性
の
良
い
橋
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
参
照

：

『
富
田
川
に
架
か
る

　
　
　
　
　
上
富
田
町
の
橋
』

上
富
田
町
文
化
財
教
室

　
　
　 

シ
リ
ー
ズ
19

私
た
ち
の
歴
史
・

文
化
・
民
俗
　
５

上
富
田
文
化
会
館

ロ
ビ
ー
展
‐
ご
案
内
‐

橋
の
今
昔 

５ 

（
加
茂
橋
）

早稲田早苗氏作品展示
「高僧、山本玄峰の生涯」
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６
月
22
日
か
ら
７
月
20
日
の

間
で
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
大

賀
ハ
ス
ま
つ
り
で
応
募
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
写
真
、
俳
句
の

入
選
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
部

〇
特
選
（
９
月
号
掲
載
）

　
日
差
し

　
　
　
　
　
　
田
中
　
久
雄

〇
準
特
選

　
梅
雨
の
晴
れ
間
の
重
大
任
務

佐
田
　
愛
子

　
雲
に
咲
く

岩
本
　
友
則

俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
の
部
　
　
　

〇
特
選
（
３
選
）

　
蓮
を
観
て

　
　
　
　
拈ね

ん

げ

み

し

ょ

う

華
微
笑
の

　
　
　
　
　
　
　
故
事
を
ふ
と

　
　
　
　
　
　
　
川
口
　
修

　
守
り
つ
ぐ

　
　
　
　
紀
伊
の
ま
ほ
ら
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
蓮
百
花

　
　
　
　
　
　
武
田
　
恵
子

　
千
年
の

　
　
　
　
命
の
祈
り
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
大
賀
蓮

　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
京
子

 

　
田
辺
保
健
所
で
は
毎
年
、
精

神
障
害
者
の
家
族
・
支
援
者
等

を
対
象
に
講
演
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル

依
存
症
を
テ
ー
マ
に
当
事
者
を

講
師
に
招
き
、
回
復
ま
で
の
体

験
談
を
交
え
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
す
。
家
族
、
身
近
な
方
で
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
で
困
っ
て

い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
こ
の

機
会
に
是
非
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時 

10
月
22
日
㊋

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

場 

西
牟
婁
振
興
局
（
田
辺
保
健
所
）

　 

４
階
　
大
会
議
室

　（
田
辺
市
朝
日
ヶ
丘
23
―
１
）

内 

①
「
和
歌
山
県
の
ギ
ャ
ン
ブ

ル
依
存
症
に
係
る
相
談
・
体
制

の
現
状
に
つ
い
て
」

　 

②
「
当
事
者
体
験
談
　
～
ギ

ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
か
ら
回
復
す

る
た
め
に
～
」

問 

田
辺
保
健
所
　
保
健
課

（
辻
・
森
田
・
中
家
）

　
　
☎
２
６
‐
７
９
５
２

　
田
辺
市
、
上
富
田
町
、
白
浜

町
、
す
さ
み
町
に
お
住
ま
い
で
、

年
間
の
漁
業
（
釣
り
）
日
数
が

30
日
以
上
の
方 

→ 

正
組
合
員

右
記
以
外
の
住
所
に
お
住
ま

い
、
ま
た
は
右
記
の
住
所
に
お

住
ま
い
で
年
間
の
漁
業
日
数
が

30
日
以
下
の
方 

→ 

准
組
合
員

　
正
組
合
員
、
准
組
合
員
共
に

最
初
に
３
，
０
０
０
円
の
出
資

金
が
必
要
で
す
。（
脱
退
す
る

場
合
は
、
そ
の
年
の
総
会
終
了

後
に
返
金
い
た
し
ま
す
。）

　
正
組
合
員
、
准
組
合
員
共
に
年

間
の
行
使
料
５
，
０
０
０
円
、
賦

課
金
５
，
０
０
０
円
を
１
セ
ッ

ト
と
し
、
毎
年
１
０
，
０
０
０

円
を
徴
収
い
た
し
ま
す
。

あ
ゆ
遊
漁
料 

１
１
，
０
０
０
円

あ
ま
ご
遊
漁
料 

５
，
５
０
０
円

う
な
ぎ
遊
漁
料 

５
，
５
０
０
円

が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
組
合
員
へ
の
加
入
の

ご
検
討
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
申
込
締
め
切
り
は
11
月
末
ま

で
。
12
月
の
資
格
審
査
の
後
、

翌
年
度
か
ら
組
合
員
と
な
り
ま

す
。

　
加
入
手
続
き
等
の
く
わ
し
い

お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
ま
で
。

問 

日
置
川
漁
業
協
同
組
合

西
牟
婁
郡
白
浜
町
安
居
13

☎
５
３
‐
０
０
２
３

（
土
・
日
・
祝
休
み
）

大
賀
ハ
ス
ま
つ
り

　
写
真
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト

入
選
作
品
決
定

日
置
川
漁
業
協
同
組
合
で
は

組
合
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

 

令
和
６
年
度

　

 

第
１
回
家
族
教
室

～
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
～

6,190円

3,190円

　詳細については、和歌山労働局労働基準部賃金室（TEL 073-488-1152）

または最寄りの労働基準監督署へお問い合わせください。　

和歌山県最低賃金　時間額980円
　効力発生日　令和６年１０月１日

『和歌山県最低賃金が改定されました』
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田
辺
消
防
署

上
富
田
分
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は

　
火
災
に
よ
り
発
生
す
る
「
煙
」

を
感
知
し
、
音
や
音
声
に
よ
り

警
報
を
発
し
て
火
災
の
発
生
を

知
ら
せ
て
く
れ
る
機
器
で
す
。

　
平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
、

す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

●
設
置
場
所

・
寝
室

・
階
段
上
部
（
寝
室
が
２
階
に

あ
る
場
合
）

　
就
寝
中
に
逃
げ
遅
れ
で
亡
く

な
る
人
が
多
い
た
め
、「
寝
室
」

と
、
避
難
経
路
と
な
る
「
階
段
」

に
設
置
が
必
要
で
す
。

●
奏
功
事
例

　「
警
報
音
を
聞
い
て
様
子
を

見
に
行
く
と
煙
が
充
満
し
て
い

た
が
、
気
付
く
の
が
早
か
っ
た

た
め
、
家
人
が
水
を
か
け
て
消

火
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い

う
事
例
が
あ
り
ま
す
。

●
交
換
時
期

　
交
換
の
目
安
は
10
年
で
す
。

　
古
く
な
る
と
、
電
子
部
分
の

寿
命
や
電
池
切
れ
な
ど
で
、
火

災
を
感
知
し
な
く
な
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

●
点
検
の
方
法

　
定
期
的
に
点
検
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

※
こ
の
警
報
音
は
代
表
例
で
す
。
　
　
　
　
　

　（
出
典
）
一
般
社
団
法
人

　 

日
本
火
災
報
知
機
工
業
会

★
設
置
支
援

　
自
ら
設
置
す
る
こ
と
が
困
難
な
世
帯
を
対
象

に
、
消
防
職
員
に
よ
る
設
置
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
自
ら
購
入
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

上
富
田
町
届
出
（
8
月
分
）

岩

崎

市
ノ
瀬

朝

来

加
藤
　
道
夫

田
ノ
瀨
和
代

佐
伯
　
昭
三

89
歳

76
歳

95
歳

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

10
月
11
日
㊎

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分 

　

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

　
　
　
　
　 

地
域
づ
く
り
課

☎
２
６
‐
７
９
１
０

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

10
月
15
日
㊋

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分
　

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

　
　
　
　 

総
務
健
康
安
全
課

☎ 

２
６
‐
７
９
３
１

◆
税
目
　
　

　
国
民
健
康
保
険
税
（
第
４
期
）

　
町
県
民
税
　
　
　（
第
３
期
）

◆
納
期
限
　

　
10
月
31
日
㊍

※
納
期
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
時
は
、
延
滞

金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
納
税
は
お
早
め
に
。

問 
税
務
課 

収
納
班
（
⑥
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

今
月
の
納
税

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

点
検
お
よ
び
交
換

※
緊
急
時
（
火
事
・
救
急
・
救
助
）
は
、

 

　
局
番
な
し
の
１
１
９
番
へ

問 

田
辺
消
防
署
上
富
田
分
署

　  

４
７
‐
０
１
１
９
番
へ

（
俊
・
里
帆
）　
　

（
有
輝
・
彩
香
）　

（
国
英
・
久
美
子
）

（
直
俊
・
奈
緒
）　

（
大
輔
・
愛
）　

（
一
歩
・
亜
弥
）　

朝

来

上
富
田
町

岩

田

市
ノ
瀬

上
富
田
町

南
紀
の
台

南な
ん
き木

　
晴は

る
お
み臣

に
し
の野

　
碧あ

お桜

村む
ら
か
み上

　
百も

ね音

塩し
お
じ地

　
一い

ち
か楓

三み
き木

　
は
な

山や
ま
も
と本

　
瑛え

い
し
ん心

前月比

総 数 15,687 人 -2

男 性 7,505 人 -8

女 性 8,182 人 +6

世帯数 7,560 世帯 ±0

上富田町の人口と世帯数
令和6年 8月末現在



広
報
か
み
と
ん
だ

N
o.680

編
集 

発
行

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
上
富
田
町
朝
来
7
6
3
番
地 

上
富
田
町
役
場

電
話 
0
7
3
9-

4
7-

0
5
5
0（
代
表
）
F
A
X 

0
7
3
9-

4
7-

4
0
0
5

児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
制
度
が
変
わ
り
ま
す

■
対
象
年
齢
の
拡
大

　
現
在
は
中
学
生
年
代
ま
で
の

児
童
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
令
和
６
年
10
月
分
か
ら
高

校
生
年
代
（
18
歳
到
達
の
年
度

末
）
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
第
３
子
以
降
加
算
の

カ
ウ
ン
ト
対
象
と
な
る
子
が
、

22
歳
の
年
度
末
ま
で
に
延
長
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
児
童
手
当

の
受
給
資
格
者
に
よ
っ
て
監
護

相
当
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
お
よ

び
生
計
費
の
相
当
部
分
を
負
担

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件

が
あ
り
ま
す
。

　
第
３
子
以
降
加
算
の
対
象
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
世
帯
の

内
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
世
帯
へ
は
、「
監

護
相
当
・
生
計
費
の
負
担
に
つ

い
て
の
確
認
書
」
の
提
出
に
関

す
る
案
内
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
期
日
ま
で
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

提
出
期
限

 

　
令
和
７
年
３
月
31
日
㊊

■
第
３
子
以
降
加
算
額
の
改
定

　
認
定
請
求
書
・
確
認
書
等
の

提
出
に
よ
り
、
受
給
資
格
者
が

３
人
以
上
の
子
を
監
護
養
育
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
場

合
、
世
帯
の
第
３
子
以
降
の
児

童
分
は
手
当
月
額
が
３
万
円
に

加
算
さ
れ
ま
す
。

■
所
得
制
限
の
撤
廃

　
令
和
４
年
６
月
の
法
改
正
に

よ
り
、
受
給
資
格
者
の
所
得
に

よ
り
支
給
額
が
変
動
し
て
い
ま

し
た
が
、
所
得
制
限
が
撤
廃
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
全
員
が
児

童
手
当
本
則
給
付
を
受
給
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
支
給
回
数
の
変
更

　
こ
れ
ま
で
、
年
３
回
（
２
月
・

６
月
・
10
月
）
に
手
当
を
支
給

し
て
い
ま
し
た
が
、
10
月
以
降

は
年
６
回
（
偶
数
月
）
に
支
給

し
ま
す
。

○
扶
養
親
族
が
1
人
増
え
る
毎

に
、
38
万
円
を
加
算
。

○
老
人
控
除
対
象
配
偶
者
・
老

人
扶
養
親
族
1
人
に
つ
き
10
万

円
を
加
算
。

○
16
歳
～
19
歳
未
満
の
控
除

対
象
扶
養
親
族
お
よ
び
特
定
扶

養
親
族
1
人
に
つ
き
、
15
万
円

を
加
算
。

問 

福
祉
課
子
育
て
支
援
班

（
④
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
３

■
第
３
子
以
降
加
算
額
の
改
定

　
こ
れ
ま
で
、
年
３
回
（
２
月
・

６
月
・
10
月
）
に
手
当
を
支
給

し
て
い
ま
し
た
が
、
10
月
以
降

は
年
６
回
（
偶
数
月
）
に
支
給

し
ま
す
。

■
所
得
制
限
額
の
緩
和

　
受
給
資
格
者
本
人
に
か
か
る

所
得
制
限
限
度
額
が
、
全
部
支

給
・
一
部
支
給
と
も
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
制
度
が
変
わ
り
ま
す

児
童
手
当

（
令
和
６
年
10
月
分
か
ら
）

児
童
扶
養
手
当

（
令
和
６
年
11
月
分
か
ら
）

児童手当改正のポイント

現行
(令和6年9月分まで)

改正後
(令和6年10月分から)

支給対象

中学校修了までの国
内に住所を有する児
童（15 歳到達の年度
末まで）

高校生年代までの国内
に住所を有する児童（18
歳到達の年度末まで）

所得制限

有り
①所得制限限度額を
超過すると、特例給
付を支給
②所得上限限度額を
超過すると資格消滅

無し
全員に本則給付を支給

手当月額

・児童手当（本則給付）
3 歳未満：

一律 15,000 円
3 歳～小学校修了：
第 1 子・第 2 子　

10,000 円
第 3 子以降　　　

15,000 円
中学生：
一律 10,000 円
・特例給付：

　一律 5,000 円

・児童手当（本則給付）
3 歳未満：
第 1 子・第 2 子  

15,000 円
第 3 子以降：    

30,000 円
3 歳～高校生年代
第 1 子・第 2 子   

10,000 円
第 3 子以降　     

30,000 円

第３子
以降の
取扱い

高校生年代（18 歳到
達の年度末）までの、
受給者が同一生計ま
たは維持により監護
する児童

22 歳到達の年度末ま
での、受給者が同一生
計または維持により監
護相当する子

支給月
年３回

（2 月・6月・10 月）
年６回（偶数月）

児童扶養手当所得制限限度額表（単位 : 円）

扶養親族
の人数

受給資格者本人

全部支給 一部支給

現行 改正後 現行 改正後

０人 490,000 690,000 1,920,000 2,080,000

１人 870,000 1,070,000 2,300,000 2,460,000

２人 1,250,000 1,450,000 2,680,000 2,840,000

３人 1,630,000 1,830,000 3,060,000 3,220,000


